
第49回 サイエンスカフェえひめ

愛媛の山々に生きる小さな宝物
―なぜ今、サンショウウオなのか？

②

令和8年

6月16日（火）
19：00～20：30
愛媛大学 松山市文京町3番
E.U. Regional Commons
（ひめテラス）1階

自然に関心がある方30人

参加費：300円、高校生以下200円

会 場

日 時

対 象

◆話題提供 岡山 健仁 さん
えひめのサンショウウオ研究室設立準備室長
1966年松山市生まれ。
愛媛幼稚園入所以来、学業不振で入退出を繰り返す。
愛媛大学連合農学研究科社会人選抜博士後期課程
単位不足中退。星槎国際高校教諭を経て、面河山岳博
物館、久万高原町役場、今夏還暦を迎える。
環境省希少野生動植物種保存推進員、愛媛県野生動
植物保護推進員、愛媛県自然保護指導員などを務め
る。日本爬虫両棲類学会員。

愛媛の深山に息づくサンショウウオたち。
1996年の驚きの発見から最新の分類まで、彼らの知ら
れざる生態や生息環境の保全について解説します。
「森の隠れた住人」である彼らは、人目に触れずとも賢
明に生き抜く術を持っています。情報過多で迷いやすい
現代社会を、彼らはどう見つめているのでしょうか。
彼らとの出会いから生きる上での貴重なヒントを得まし
た。絶滅の危機にあるのは、彼らだけではありません。
次代へつなぐ大切な命と調査研究の意義を、一緒に考
えたいと思います。

Ｗeb申込

【お申し込み】 お名前、住所（市町まで）を
下記e-mailアドレスにお知らせください。
■ＮＰＯ法人森からつづく道

e-mail：info@morimichi.org
※当日参加OKですが、準備の都合上、申込にご協力ください。
※個人情報は適正に管理し、当事業関係の連絡にのみ使用します。

書籍「石鎚山系学
びのフィールドミュ
ージアム」「博物館
モノ（資料）語り」「
分県登山ガイド愛
媛県の山」「郷土の
山」「愛媛県RDB」
「松山市RDB」など
がある。
今春、脆弱な人工
林環境下に棲むサ
ンショウウオの論文
発表に少し取り組ん
だ。
四国産爬虫類・両
生類の文献収集が
趣味で、いわゆるマ
ニアかもしれない。
得意技は、奇襲“蟹
挟み”と秘儀“朽木
起こし”。
特技は、愛媛県高
校野球史の豊富な
ネタ。
2018年環境大臣
表彰（自然公園功
労）。

【主 催】 ＮＰＯ法人森からつづく道 【後 援】 愛媛大学ミュージアム
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【写真】①シコクハコネサンショウウオの成体 ②イシ
ヅチサンショウウオの幼生 ③調査中の岡山さん
④皆伐で荒れ果てる人工林

③

④


